

































た。本測定では 50 mM Tris-HCl pH8.0，0.3% SDSといった条件で，20S プロ
テアソームの分解活性が最大になることが確認できた。本条件をポジティブコ











mM Tris-HCl，pH 7.5 10 mM MgCl2）にて希釈後，その溶液に劈開したマイカを
浸し，そのまま 60分間静置した。その後，観測溶液でしっかりと洗浄した
後，マイカ表面を乾燥させ，AFMでの測定を行った。今回の測定では，大きさ









明らかにされている 20Sプロテアソームの形状および 40 nmという粒子の大き
さと類似していることから，20Sプロテアソームであることが非常に濃厚であ
ることが分かった。試料が 26Sプロテアソームとして精製できなかったこと
は，SDS-PAGEの結果と矛盾しない。 
 26Sプロテアソームの精製において菌体の中には様々なタンパク質が存在す
るため，菌体破砕直後に SDS-PAGEにおいて 19S複合体由来タンパク質である
と判断していたバンドが異なるタンパク質であった可能性もあり，精製段階で
19S複合体が外れているのではなく発現段階で複合体を形成していないことも
考えられる。今後，どのような複合体が形成されているかを確認する手法の開
発が必要であろう。最終的には 26Sプロテアソームの AFM観察による基質の取
り込み時等の構造変化を明らかにし，その機能発現機構を明らかにしていくこ
とが必要である。 
